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【概要】
日の出医療福祉グループの正会員：「社会福祉法人 博愛福祉会」（本部：兵庫県加古川市、理事
長：大西弘文）は、登録支援機関として、コロナ禍で帰国不能となった製造業（※１）勤務のベトナム
人技能実習生を支援し、2021年7月1日（または5日；入国管理の関係）介護業の特定技能1号として
「特別養護老人ホーム はまさかの里」（施設長 田中徹章）(※２）への転職を実現しました。
※１：加東市の通信機器製造事業所
※２：「社会福祉法人 尚徳会」（本部：兵庫県豊岡市、理事長：大澤和弘）

【経緯】
・2017年、ベトナム人技能実習生3名が来日、加東市で3年間勤務ののち、2020年9月25日（金）帰国
予定でしたが、コロナ禍で帰国不能となりました。

・特定活動ビザで在留期間を6か月延長し、技能実習生の時と同じ労働時間で雇用継続されました。
その後もコロナ禍で2度目の在留期間6ヶ月延長となりましたが、労働時間が週28時間以内に制限
され、生活困難になりました。

・加東市国際交流協会（日本語教室の支援者）に、日本語学習および介護特定技能1号の試験
対策をサポートしていただき、2021年3月16日（火）、介護特定技能1号に合格しました。

・3月18日（木）、加東市国際交流協会から、外国人支援事業で協働実績のある「日の出医療福祉グ
ループ」に雇用相談し、同グループと協力関係にある地域社会福祉法人に打診していただいた結果、
社会福祉法人尚徳会「はまさかの里」が受け入れを快諾、5月1日の面接を経て、5月15日に正式
採用となりました。

コロナ禍で帰国不能の外国人技能実習生が急増、生活困窮

製造業不振のため、日本語と介護を勉強、介護特定技能1号として就労

加東市国際交流協会～日の出医療福祉グループ～尚徳会の地域連携が奏功

特定技能合格のベトナム人、左から
「グエン ティ マイ」さん、
「グエン ティ ラン」さん、
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